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今
回
は
、「
風
景
づ
く
り
の
基
本

的
な
考
え
方
」で
す
。

　

大
切
な
景
観
を
守
り
、
育
み
、

課
題
を
改
善
し
つ
つ
新
た
な
魅
力

と
活
力
の
あ
る
景
観
を
造
り
出
し

て
い
く
た
め
に
、
市
全
域
を
景
観

計
画
区
域
と
し
て
い
ま
す
。

▼「
や
ま
・
う
み
・
さ
と
の
区
域
」

　

山
・
海
・
川
の
自
然
地
、
田
園
、

集
落
な
ど
か
ら
な
る
区
域
で
す
。

▼「
ま
ち
の
区
域
」

　

用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る

区
域
や
指
定
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

い
る
区
域
、
お
よ
び
住
宅
が
立
ち

並
び
、
歴
史
的
な
景
観
を
有
し
て

い
る
区
域
で
す
。

　

ま
た
、
景
観
上
特
に
重
要
な
地

区
で
あ
る
出
石
城
下
町
地
区
、
城

崎
温
泉
地
区
お
よ
び
江
原
駅
東
地

区
を「
景
観
形
成
重
点
地
区
」に
指

定
し
、
今
後
も
新
た
な
地
区
を
指

定
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

　

地
域
固
有
の
景
観
の
価
値
を
み

ん
な
の
大
切
な
財
産
と
し
て
認
識

し
、「
豊
岡
、風
景
の
も
の
が
た
り
」

と
し
て
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め

の
基
本
理
念
を
、「
私
た
ち
は
、
人

と
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
共
に
暮
ら
せ
る

『
豊
岡
ら
し
い
風
景
』を
守
り
育
て

ま
す
!
」と
定
め
ま
す
。

　

風
景
づ
く
り
の
方
針
は
、
風
景

づ
く
り
の
基
準
の
意
味
を
理
解
す

る
と
き
の
手
掛
か
り
で
も
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
風
景

の
成
り
立
ち
と
基
準
の
理
解
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
い
ま
す
。

◆
次
回（
3
月
25
日
号
）は
、「
風
景

づ
く
り
の
推
進
方
策
」を
掲
載

し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物「
地
域
固
有
の
素
晴
ら
し

い
風
景
」を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
岡
の
景
観
に
つ
い
て
、
隔
月
で
掲
載
し
ま
す
。
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受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
加
入
の
種
別　

　

加
入
者
は
職
業
な
ど
に
よ
り
三

つ
の
種
別
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
や
保
険
料
の

納
付
方
法
が
違
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
ん
で
い

る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
全
て
の
方

が
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
、
高

齢
者
の
生
活
を
支
え
る「
世
代
間

扶
養
」の
仕
組
み
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
老
後
の
生
活
保
障
だ
け

で
な
く
、
若
い
う
ち
に
障
害
を
負
っ

た
場
合
や
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も

「
障
害
年
金
」や「
遺
族
年
金
」で
、

本
人
や
家
族
を
支
え
ま
す
。
万
一

の
病
気
や
事
故
で
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
年
金
制
度
で
、
国
が
責
任

を
持
って
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

加
入
の
届
け
出
は
、
20
歳
の
誕

生
日
前
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
国

民
年
金
加
入
の
案
内
と
資
格
取
得

届
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役
所
ま

た
は
各
総
合
支
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
中
の
方
に
は
届
き
ま
せ
ん
。

　

加
入
の
届
け
出
漏
れ
や
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金
を

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
、基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。
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結
婚
ま
た
は
就
職
・
転
職
な
ど

で
加
入
す
る
種
別
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
速
や
か
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

■
年
金
手
帳

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
全
て
の

制
度
に
共
通
の
基
礎
年
金
番
号
が

使
わ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
に
加
入
す
る
と
基
礎
年

金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳

（
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
）が
日
本

年
金
機
構
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
加
入

記
録
な
ど
が
管
理
さ
れ
る
た
め
、

年
金
に
関
す
る
手
続
き
の
際
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料

　

第
1
号
被
保
険
者
の
平
成
24
年

度
保
険
料
月
額
は
、
1
万
4
9
8 

0
円
で
す
。
支
払
方
法
は
、
納
付

書
に
よ
る
現
金
納
付
、
口
座
振
替
、

ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
前
納
に
よ
る

割
引
も
あ
り
ま
す
の
で
、
豊
岡
年

金
事
務
所
、
市
役
所
、
ま
た
は
各

総
合
支
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
加
入
者

本
人
は
も
ち
ろ

ん
世
帯
主
や
配

偶
者
に
も
納
付

の
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
所

得
が
少
な
い
、

ま
た
は
無
職
で

あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
保
険
料

免
除
制
度
」ま
た
は「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度（
30
歳
ま
で
）」が
あ
り

ま
す
。
要
件
や
添
付
書
類
の
確
認

の
た
め
、
豊
岡
年
金
事
務
所
、
市

役
所
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
で
相

談
・
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
の
方
は
学
生
本
人
の
前

年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
利
用

で
き
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
両
面
コ
ピ
ー
、
年
金
手

帳
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市
役
所

ま
た
は
各
総
合
支
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、

　
　

20
歳
は
国
民
年
金
に

　
　

加
入
す
る
年
齢
で
す

第
1
号
被
保
険
者
で

保
険
料
納
付
が
困
難
な
方

種別 職業など 加入の届け出 保険料

第１号被保険者
　自営業者、学
生、アルバイト、
無職の方

　加入者本人が
市役所または各
総合支所で行い
ます。

　加入者本人が納
付します。

第２号被保険者 　会社員・公務員など
　勤務先が行い
ます。

　給料から天引き
され、勤務先が納
付します。

第３号被保険者
　会社員・公務
員に扶養されて
いる配偶者

　扶養している
配偶者の勤務先
が行います。

　なし


